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１．第15回研究大会のご案内 
 

日本福祉介護情報学会理事・第15回研究大会 事務局 

（北翔大学）林 恭裕 

 

日本福祉介護情報学会第15回研究大会が、2014年9月21日（日）に札幌市内の藤

女子大学（16 条キャンパス）で、「地域生活支援における個人情報活用の課題―個人

情報保護のあり方を問い直すー」をテーマに開催されます。 

個人情報保護法が制定、施行されてから約10年が経過するなかで、本来の趣旨とは

異なって個人情報保護法における個人情報といわゆるプライバシー情報が混同され、

一切の個人に係る情報の提供をタブー視する誤った理解も生まれています。その結果、

近年では孤立死の増加、災害時における要援護者の避難支援、認知症高齢者の行方不

明、等が課題となってきているにも関わらず、個人情報保護という名目で、地域や支

援機関等間での個人情報の共有や活用が進まないということが課題として明らかにな

ってきています。一方、そうした壁を何とか乗り越えようと各地で様々な取り組みも

生まれてきています。 

そこで、 今回の研究大会では、個人情報保護法が施行されてから約10年が経過す

る機会をとらえて、今後ますます重要になる地域生活支援における個人情報を≪活用

≫の側面から改めて検討し、新たな方向性を研究協議するものです。 

詳しくは、同封した大会開催要綱を参照していただき、ぜひ、多くの会員の皆様が

参加し、活発な議論となることを期待しています。なお、大会の午前中には自由研究

発表の時間も設けてあります。また、北海道の9月は、気候も良く、「食」も旬な季

節です。 
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２．「研究・実践企画奨励助成制度」募集のお知らせ 
 

日本福祉介護情報学会理事・事務局 

（立教大学）森本 佳樹 

 

昨年度から創設した「研究・実践企画奨励助成制度」の第２回の募集を行います。

詳細は同封の応募要項を参照していただきたいと思いますが、多数の方の応募（特に

若手研究者・実践者）をお待ちしています。なお、申請書の様式は学会ホームページ

（http://jissi.jp）からダウンロードすることができます。 

 

 

 

３．学習会報告 
 

日本福祉介護情報学会理事・学習会担当 

（株式会社日立製作所）前田 みゆき 

 

7月20日（日）13:30～15:30、国際医療福祉大学東京サテライトキャンパスにて、「医

療介護総合法と介護・医療情報の見える化」をテーマに、約50名の参加者を得て、今

年度第１回学習会が開催されました。 

団塊の世代が75歳以上となる2025年を見据えると、高度急性期から在宅医療・介護

までの一連のサービスの提供体制を地域において総合的に確保することが不可欠です。 

そこで、当日は、６月に国会で成立した医療介護総合確保促進法と、第６期事業（支

援）計画の策定作業を支援するために構築が進む地域包括ケア「見える化」システム

にスポットをあて、厚生労働省 老健局 介護保険計画課長 榎本健太郎氏を講師に

お迎えし、解説していただきました。 

１．介護保険制度を取り巻く状況、２.介護保険制度改革の柱、３.地域包括ケアシ

ステムの構築、４．費用負担の公平化、５.住所地特例、６.介護保険事業計画、７． 

介護人材の確保、８．介護政策評価支援システム、９．「見える化」システムの活用、

と全130ページに渡る資料を用いて、わかりやすくお話いただいたため、我々の理解

も大きく進み、講義後の質疑の内容も、制度からシステムにわたる広範囲、かつ非常

に中身の濃いものとなりました。また、講義終了後も、個別に質問される長い列がで

きるとともに、今後もこのような政策的なテーマでぜひとも学習会を企画して欲しい

というご意見も多くいただきました。 

今後も会員の皆さんのニーズに応えて学習会を企画していく予定です。開催を希望

されるテーマがありましたら、学会事務局までお知らせください。 
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４．2014年度予算 

 

2014年3月16日理事会承認

日本福祉介護情報学会２０１4年度予算

自 2014.04.01 ～ 至 2015.03.31

《収入の部》 （単位：円）

　　　　項　　　　目 今年度予算 前年度予算 比較増減 　　　　　摘　　　　　　　要

1 入会金収入 40,000 40,000 0

 1-1 正会員 30,000 30,000 0  @3,000×1０人

 1-2 学生会員 10,000 10,000 0  @2,000×５人

 1-3 法人会員 0 0 0 項目存置（@100,000）

 1-4 賛助会員 0 0 0 項目存置（@3,000）

2 会費収入 585,000 585,000 0

 2-1 正会員 540,000 540,000 0  @6,000×90人

 2-2 学生会員 45,000 45,000 0  @3,000×15人

 2-3 法人会員 0 0 0 項目存置（@100,000）

 2-4 賛助会員 0 0 0 項目存置（@30,000）

3 参加費収入 50,000 50,000 0

 3-１ 参加費収入 50,000 50,000 0 研究会等@2,000×25人

4 雑収入 5,000 5,000 0

 4-1 雑収入 5,000 5,000 0 預金利子等

5 繰越金 3,983,000 4,039,000 △ 56,000 2013年度決算見込額

 5-1 基本財産繰越金収入 1,233,000 1,239,000 △ 6,000  

 5-2 前年度繰越金収入 2,750,000 2,800,000 △ 50,000  

合計 4,663,000 4,719,000 △ 56,000

《支出の部》

　　　　項　　　　目 今年度予算 前年度予算 比較増減 　　　　　摘　　　　　　　要

1 事業費 1,550,000 1,470,000 80,000

 1-1 理事会開催費 200,000 250,000 △ 50,000 ３回分（×3人）旅費等　実勢減

 1-2 研究大会助成費 350,000 350,000 0 開催校助成

 1-3 委員会費 50,000 100,000 △ 50,000 研究助成費設置に伴い減額

 1-4 紀要発行費 500,000 300,000 200,000 通常号２号分

 1-5 学習会開催費 70,000 70,000 0 謝礼・資料印刷等

 1-6 広報活動費 80,000 100,000 △ 20,000 HPメンテ＠6000円×12月

 1-7 研究助成費 300,000 300,000 0 1件10万円×３件を見込む

2 事務費 170,000 190,000 △ 20,000

 2-1 什器・備品費 10,000 20,000 △ 10,000 事務用品等

 2-2 印刷費 60,000 50,000 10,000 学会案内・封筒作成

 2-3 通信費 90,000 110,000 △ 20,000 ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ他郵送費、振込料金

 2-4 事務補助員費 10,000 10,000 0 学生バイト費

3 繰越金 1,273,000 1,279,000 △ 6,000

 3-1 基本財産繰越金 1,273,000 1,279,000 △ 6,000 入会金及び入会金繰越充当

 3-2 次年度繰越金 0 0 0 （決算処理科目）

4 予備費 1,670,000 1,780,000 △ 110,000

合計 4,663,000 4,719,000 △ 56,000
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５．ホームページ委員会より会員ページのテスト運営開始について  
 

日本福祉介護情報学会理事・ホームページ担当  

（田園調布学園大学）村井 祐一 

 

本学会ホームページ(www.jissi.jp)会員専用ページのテスト運用を開始いたしまし

た。 

会員ページ内には福祉情報研究や研究大会要旨集などのアーカイブを掲載し、皆様

の研究支援の向上をめざします。現状ではテストデータがほとんどですが、皆様のご

要望に応じて、個人IDの発行や研究交流用の掲示板の設置なども検討していきたいと

思います。 

引き続き、ホームページサービスに関するご意見ご要望などお寄せ下さい。 

 

 

 

６．事務局から 

 

日本福祉介護情報学会理事・事務局 

（東京都社会福祉協議会） 須永 誠 

(1) 事務局から 

ニュースレター本号に同封して、「研究大会」と「研究・実践企画奨励助成制度」の

ご案内をお送りいたしました。  

昨年創設しました「研究・実践企画奨励助成制度」は、学会会員の現場実践や若手

研究者の研究を支援するため、研究大会での発表を経て、研究紀要投稿へとルート付

けをしており、ささやかな助成額ではありますが、実践の普及や研究の促進に寄与で

きればと考案された仕組みですので、積極的なご応募・ご活用をお待ちしています。  

 「研究大会」は、北海道在住の会員中心に準備いただいていますが、全国の会員の

皆様に参加いただきやすいように、札幌駅に近い「藤女子大学16条キャンバス」を会

場として開催することになりました。 

なお、研究大会に合わせて開かれる「学会総会」では、さきの「研究・実践奨励制

度」の採択結果のご報告も予定しております。 

 秋の北海道、かつ、飛び石連休、交通機関・宿泊等の混雑が予測されますので、お

早めのご手配をお奨めします。 

 

(2) 会員加入状況（2014年７月２０日現在） 

正会員 １１０名 / 学生会員 １８名 / 名誉会員 １名  

 

 




